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１. 本事業での活動目的 

提案者は、界面活性剤を使用しないエマルション製品（エフィ）および、エフィ製品製造技術を、製

造メーカーに向けた自社開発・製造などのパッケージサービス（量産化装置販売＋製造レシピー

提供＋導入コンサル）や、一般消費者向にエフィ製品を販売する事業の立ち上げを目指している。 

特に、本事業では、香り成分（精油、水に難溶）をエフィ技術により水中に閉じ込めた「アロマエフィ」

の事業化検証を進める。 

 

２. 総合所見 

事業化仮説に基づいたヒアリングを行い、市場検証と技術検証を的確に実施した点、関連特許を

出願している点を評価する。事業会社との共同研究も進めており、着実に事業化を進めることを

期待する。 
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